
警 察 庁

平成２２年度警察庁予算概算要求の概要

１ 総 額 ２７４，８５６百万円

平成２１年度当初予算額 ２６７，２５３百万円

増減額 ＋７，６０３百万円

（削減額 △２，２３２百万円)

２ 内 容

(1) テロの未然防止と緊急事態への対処態勢の強化 １６，２１８百万円

・ ＡＰＥＣ警戒警備等の実施

・ 大規模災害対策用資機材の整備

(2) 治安再生のための総合対策の推進 ２４，５２６百万円

ア 安全・安心なまちづくりの推進

９，４８２百万円

・ 子どもを守る防犯ボランティア支援事業の推進

・ 街頭防犯カメラシステムモデル事業の実施

・ 電車内における痴漢防止対策の促進に向けた取組みの推進

・ 児童ポルノ対策・少年非行防止対策の推進

・ 振り込め詐欺等広域知能犯罪対策の推進

イ サイバー空間の安全確保の推進 ３，２２２百万円

・ サイバー犯罪対策の推進

・ インターネット上の違法・有害情報への対策の推進

ウ 被害者支援の充実 ３，０３０百万円

・ 「犯罪被害者等基本計画」に対応した各種施策の推進

・ オウム真理教犯罪被害者等給付金の支給

エ 科学技術を活用した捜査活動基盤の整備充実 ８，７９１百万円

・ 警察における死因究明に関する取組みの推進

・ 廃棄物不法投棄事案への対応



(3) 組織犯罪対策の推進 ６，５２２百万円

・ 暴力団対策の推進

・ 薬物・銃器対策の推進

・ 来日外国人犯罪対策の推進

(4) 安全・快適な交通環境実現のための施策の推進 ２４，１６８百万円

・ 交通安全施設等整備事業の推進

・ 危険性・迷惑性の高い違反行為に対する取締りの推進

・ 次世代安全運転支援システムのパイロット事業の実施

(5) 警察基盤の充実強化 ２７，１０３百万円

ア 人的基盤の充実強化 ６４１百万円

・ 地方警察官の増員 増員数 868人

・ 国家公務員の増員 増員数 199人

イ 警察活動基盤充実強化のための施策の推進 ９６百万円

ウ 装備資機材・警察施設の整備充実 ２６，３６６百万円

・ 警察基幹通信網の再編整備

・ 現場執行力強化のための資機材の整備

・ 警察活動の拠点たる基盤施設の整備

・ 新型インフルエンザ対策の推進

(6) 新たな課題への対応 ６８百万円

ア 犯罪捜査の在り方に関する調査研究 ４８百万円

イ 死因究明制度の在り方に関する調査研究 ２０百万円



平成２ ２年度

概算要求の概要

警 察 庁



〔単位：百万円〕

第１ テロの未然防止と緊急事態への対処態勢の強化

16,218（ 4,920）

ＡＰＥＣ（アジア太平洋経済協力）の開催が、平成２２年に予定さ

れているが、多数の国・地域の首脳が一堂に会する同会議は、テロリ

ストにとって格好の攻撃対象であり、その開催の機会をねらって我が

国がテロの標的となる可能性は否定できないところである。

このため、開催国としての治安責任を果たすべく、首脳等の身辺の

安全と行事の円滑な進行を確保するため、組織の総力を挙げてテロや

大規模暴動の未然防止に万全を期することとしている。

また、大規模災害に備え、広域緊急援助隊の救出・救助活動に必要

となる装備資機材の整備等を進める。

・ ＡＰＥＣ警戒警備等の実施

9,843（ 新 規 ）

平成２２年のＡＰＥＣにおける警戒警備に必要な資機材、広報板・告知

板・横断幕等交通規制用資機材等の整備、警備部隊の活動等に要する経費

・ 大規模災害対策用資機材の整備

624（ 195）

都道府県警察において大規模災害に広域的かつ迅速に対応するために設

置されている広域緊急援助隊の救出・救助活動に必要となる資機材等の整

備に要する経費



〔単位：百万円〕

第２ 治安再生のための総合対策の推進

24,526（ 23,899）

最近の治安情勢は、刑法犯認知件数は減少しているものの、振り込

め詐欺事件、子ども・女性が被害者となる事件、インターネット上の

違法・有害情報に起因する事件等の発生が、国民に大きな不安感を与

えるなど、依然として厳しい情勢にあることから、安全・安心なまち

づくりの推進、科学技術の活用による捜査力の強化、被害者支援の充

実等、国民がより安全で安心して暮らせる社会の構築に向けた取組み

を進める。

１ 安全・安心なまちづくりの推進

9,482（ 6,930）

・ 子どもを守る防犯ボランティア支援事業の推進

77（ 81）

地域防犯活動の活性化を図るため、主に子どもの登下校時における防犯

活動を実施しているボランティア団体に対する支援の対象地区を拡充する

ために必要な経費

・ 街頭防犯カメラシステムモデル事業の実施

120（ 103）

効果的・効率的な犯罪抑止等に資する街頭防犯カメラシステムの実現に

向け、モデル事業を実施し、そのシステムの在り方について検証を行うた

めに必要な経費

・ 電車内における痴漢防止対策の促進に向けた取組みの推進

8（ 新 規 ）

電車内における痴漢防止対策の在り方について検討するため、鉄道事業

者、部外有識者等からなる研究会の開催、国民に対する意識調査等に要す

る経費



・ 児童ポルノ対策・少年非行防止対策の推進

50（ 28）

児童に著しい害悪をもたらす児童ポルノについて、取締り及び被害児童

支援のための情報分析機能の強化、流通防止対策等を進めるとともに、少

年非行防止に関する施策を実施するために必要な経費

・ 振り込め詐欺等広域知能犯罪対策の推進

2（ － ）

依然として多くの被害が発生している振り込め詐欺等広域知能犯罪への

対策用資機材の整備等に要する経費

２ サイバー空間の安全確保の推進

3,222（ 3,797）

・ サイバー犯罪対策の推進

134（ 60）

サイバー犯罪の検挙の大幅な増加や情報通信技術を利用した犯罪手口の

悪質化・巧妙化に対し、証拠の収集の徹底を図り、取締りを推進するため

に必要な証拠保全用資機材の整備等に要する経費

・ インターネット上の違法・有害情報への対策の推進

198（ 200）

インターネット上の違法情報、有害情報に関する通報を受理し、警察へ

の通報・プロバイダへの削除依頼を行うインターネット・ホットラインセ

ンターの運用やサイバーパトロールの実施に要する経費

３ 被害者支援の充実

3,030（ 4,324）

・ 「犯罪被害者等基本計画」に対応した各種施策の推進

2,032（ 2,160）

「犯罪被害者等基本計画」を踏まえた、犯罪被害者等給付金の支給、民

間被害者支援団体に対する業務の委託のほか、性犯罪被害者対応拠点モデ

ル事業等に要する経費



・ オウム真理教犯罪被害者等給付金の支給

258（ 1,260）

「オウム真理教犯罪被害者等を救済するための給付金の支給に関する法

律」に基づく給付金の支給に要する経費

４ 科学技術を活用した捜査活動基盤の整備充実

8,791（ 8,848）

・ 警察における死因究明に関する取組みの推進

1,610（ 1,468）

警察が取り扱う死体数が増加するなかで、検視や司法解剖の実施、関係

資機材の整備等、警察における死因究明に関する取組みの推進に要する経

費

・ 廃棄物不法投棄事案への対応

4（ 新 規 ）

廃棄物不法投棄事案において、困難を伴う大量の廃棄物の計測を、ＧＰＳ

対応測量の委託により実施し、迅速な捜査の推進を図るために必要な経費



〔単位：百万円〕

第３ 組織犯罪対策の推進

6,522（ 7,671）

最近の暴力団情勢については、伝統的資金獲得活動や民事介入暴力

等に加え、その組織実態を隠ぺいしながら、企業活動を仮装・悪用し

た不透明な資金獲得活動を活発化させるなどの状況がみられるところ

であり、対策を強化する。

また、覚せい剤の押収も増加し、けん銃等の銃器を使用した凶悪な

事件も依然として発生するなど、薬物・銃器情勢も厳しい状況にある

ことから、その摘発に向けた諸対策を推進する。

・ 暴力団対策の推進

38（ 27）

暴力団による資金獲得活動等の実態に応じた取締りを推進するための資

機材の整備や、暴力団事務所撤去の推進等に要する経費

・ 薬物・銃器対策の推進

152（ 108）

薬物犯罪や銃器犯罪の取締りに必要な資機材、銃器使用立てこもり事案

への的確な対処に必要な資機材の整備等に要する経費

・ 来日外国人犯罪対策の推進

77（ 38）

外国人集住コミュニティの住民団体等と連携しつつ、犯罪組織の排除等

について認識してもらい、地域の安全を確保していくためのモデル事業の

実施等に要する経費



〔単位：百万円〕

第４ 安全・快適な交通環境実現のための施策の推進

24,168（ 26,672）

最近の交通情勢に対応するため、交通安全教育の継続的な推進、適

正かつ効率的な交通事故事件捜査の推進、交通安全施設の整備等によ

り、安全・安心で人にやさしい交通環境の実現を目指す。

・ 交通安全施設等整備事業の推進

20,515（ 22,554）

交通事故の抑止及び道路交通の円滑化に必要な交通安全施設等の整備に

要する経費

・ 危険性・迷惑性の高い違反行為に対する取締りの推進

47（ 新 規 ）

改正道路交通法により、高速自動車国道等において十分な車間距離をと

らずに走行している運転者に対する罰則が引き上げられたこと等を受け、

関係資機材を整備する等、危険性・迷惑性の高い違反行為に対する取締り

を推進するための経費

・ 次世代安全運転支援システムのパイロット事業の実施

417（ 新 規 ）

ドライバーの認知・判断の遅れ等による交通事故を未然に防止する次世

代安全運転支援システム（ＤＳＳＳ：Driving Safety Support Systems）

のパイロット事業の実施に要する経費



〔単位：百万円〕

第５ 警察基盤の充実強化

27,103（ 30,104）

依然として厳しい治安情勢や大量退職時代の到来に的確に対処する

ため、装備資機材・警察施設の整備、警察活動基盤を充実強化するた

めの施策、退職警察職員の活用等を推進するとともに、必要な地方警

察官等を増員し、人的基盤の強化を図る。

１ 人的基盤の充実強化

641（ 539）

・地方警察官の増員 増員数 868人

・国家公務員の増員 増員数 199人

２ 警察活動基盤充実強化のための施策の推進

96（ 130）

第一線における執行力強化のための実戦的な教育訓練の充実に必要な資

機材の整備等に要する経費

３ 装備資機材・警察施設の整備充実

26,366（ 29,435）

・ 警察基幹通信網の再編整備

7,081（ 9,546）

様々な警察活動の基盤となる警察基幹通信網を再編し、高度化・堅牢化

を図るために必要な経費



・ 現場執行力強化のための資機材の整備

543（ 598）

被疑者等による抵抗・妨害に対し、警察官が、安全を確保しつつ、これ

を排除し、必要な職務執行を的確に行うことができるようにするための資

機材の整備に要する経費

・ 警察活動の拠点たる基盤施設の整備

17,115（ 16,601）

老朽化した警察学校、機動隊庁舎などの修繕・建設のほか、警察活動の

拠点となる警察本部、警察署等の整備に要する経費

・ 新型インフルエンザ対策の推進

311（ 99）

新型インフルエンザの流行時に、現場において対応する警察官等が使用

する資機材を整備し、的確な対応を図るために必要な経費



〔単位：百万円〕

第６ 新たな課題への対応

68（ 新 規 ）

マニフェスト等において、取調べの可視化、死因究明制度の改革が

取り上げられていることを踏まえ、これらの新たな課題への対応方策

、 、 、を検討するため 諸外国における捜査手法 取調べの可視化の状況等

犯罪捜査の在り方のほか、死因究明制度の在り方について、調査研究

を実施する。

１ 犯罪捜査の在り方に関する調査研究

48（ 新 規 ）

新たな捜査手法、取調べの可視化の状況等に関する諸外国の関係機関で

の実地調査のほか、有識者による研究会の開催に要する経費

２ 死因究明制度の在り方に関する調査研究

20（ 新 規 ）

諸外国の関係機関での実地調査のほか、有識者による研究会の開催に要

する経費


